
【様式第1号】

自治体名：安堵町

会計：全体会計 （単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 13,007,159   固定負債 5,334,276

    有形固定資産 12,525,859     地方債等 4,583,467

      事業用資産 6,623,124     長期未払金 -

        土地 3,544,097     退職手当引当金 178,799

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 -

        立木竹 -     その他 572,010

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 583,666

        建物 8,489,999     １年内償還予定地方債等 487,724

        建物減価償却累計額 -5,510,221     未払金 7,509

        建物減損損失累計額 -     未払費用 -

        工作物 82,733     前受金 -

        工作物減価償却累計額 -23,069     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 72,220

        船舶 -     預り金 7,348

        船舶減価償却累計額 -     その他 8,864

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 5,917,942

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 14,157,927

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -5,308,417

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 39,586

      インフラ資産 5,576,123

        土地 79,368

        土地減損損失累計額 -

        建物 111,515

        建物減価償却累計額 -72,763

        建物減損損失累計額 -

        工作物 8,475,856

        工作物減価償却累計額 -3,017,853

        工作物減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 -

      物品 935,014

      物品減価償却累計額 -608,403

      物品減損損失累計額 -

    無形固定資産 37,360

      ソフトウェア 37,360

      その他 -

    投資その他の資産 443,940

      投資及び出資金 10,715

        有価証券 410

        出資金 6,030

        その他 4,275

      長期延滞債権 114,499

      長期貸付金 28,410

      基金 280,690

        減債基金 -

        その他 280,690

      その他 27,000

      徴収不能引当金 -17,373

  流動資産 1,760,294

    現金預金 558,314

    未収金 51,546

    短期貸付金 -

    基金 1,150,768

      財政調整基金 665,709

      減債基金 485,059

    棚卸資産 446

    その他 -

    徴収不能引当金 -781

  繰延資産 - 純資産合計 8,849,511

資産合計 14,767,453 負債及び純資産合計 14,767,453

連結貸借対照表
（令和3年3月31日現在）



【様式第2号】

自治体名：安堵町

会計：全体会計 （単位：千円）

    資産売却益 -

    その他 402,469

純行政コスト 4,386,343

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

  臨時利益 402,469

  臨時損失 -

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 -

    使用料及び手数料 279,466

    その他 590,232

純経常行政コスト 4,788,812

      社会保障給付 299,732

      その他 136,208

  経常収益 869,698

        その他 62,887

    移転費用 3,136,940

      補助金等 2,701,000

      その他の業務費用 140,175

        支払利息 54,516

        徴収不能引当金繰入額 22,773

        維持補修費 154,462

        減価償却費 415,397

        その他 -

        その他 48,295

      物件費等 1,515,519

        物件費 945,660

        職員給与費 744,529

        賞与等引当金繰入額 72,220

        退職手当引当金繰入額 832

  経常費用 5,658,510

    業務費用 2,521,570

      人件費 865,876

連結行政コスト計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目名 金額



【様式第3号】

自治体名：安堵町

会計：全体会計 （単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 7,688,122 14,165,351 -6,477,229 -

  純行政コスト（△） -4,386,343 -4,386,343 -

  財源 5,547,731 5,547,731 -

    税収等 3,137,842 3,137,842 -

    国県等補助金 2,409,889 2,409,889 -

  本年度差額 1,161,388 1,161,388 -

  固定資産等の変動（内部変動） -7,423 7,423

    有形固定資産等の増加 354,335 -354,335

    有形固定資産等の減少 -416,021 416,021

    貸付金・基金等の増加 165,198 -165,198

    貸付金・基金等の減少 -110,935 110,935

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 - -

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 1 - 1

  本年度純資産変動額 1,161,389 -7,423 1,168,812 -

本年度末純資産残高 8,849,511 14,157,927 -5,308,417 -

連結純資産変動計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日



【様式第4号】

自治体名：安堵町

会計：全体会計 （単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 2,698

本年度歳計外現金増減額 -353

本年度末歳計外現金残高 2,345

本年度末現金預金残高 558,314

財務活動収支 -247,059

本年度資金収支額 433,719

前年度末資金残高 122,250

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 555,969

    地方債等償還支出 474,036

    その他の支出 -

  財務活動収入 226,977

    地方債等発行収入 218,343

    その他の収入 8,634

    資産売却収入 -

    その他の収入 -

投資活動収支 -261,682

【財務活動収支】

  財務活動支出 474,036

    その他の支出 -

  投資活動収入 130,861

    国県等補助金収入 94,430

    基金取崩収入 36,431

    貸付金元金回収収入 -

  投資活動支出 392,543

    公共施設等整備費支出 354,335

    基金積立金支出 38,208

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 -

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 -

  臨時収入 32,419

業務活動収支 942,460

【投資活動収支】

    税収等収入 3,101,715

    国県等補助金収入 2,315,428

    使用料及び手数料収入 274,746

    その他の収入 410,179

  臨時支出 -

    移転費用支出 3,136,940

      補助金等支出 2,701,000

      社会保障給付支出 299,732

      その他の支出 136,208

  業務収入 6,102,068

    業務費用支出 2,055,087

      人件費支出 861,111

      物件費等支出 1,099,866

      支払利息支出 54,516

      その他の支出 39,595

連結資金収支計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 5,192,027



１　重要な会計方針
（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法
　①有形固定資産・・・・・・・・・・・・・取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　取得原価が判明しているもの・・・・・・取得原価
　　取得原価が不明なもの・・・・・・・・・再調達原価
　　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
　②無形固定資産・・・・・・・・・・・・・取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　取得原価が判明しているもの・・・・・・取得原価
　　取得原価が不明なもの・・・・・・・・・再調達原価
　　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
　①子会社・関連会社株式・・・・・・・・・取得原価
　　ただし、実質価額の低下割合が３０％以上である場合、強制評価減を行っています。
　②その他有価証券
　　ア　市場価格のあるもの・・・・・・・・会計年度末における市場価格
　　イ　市場価格のないもの・・・・・・・・取得原価（又は償却原価法）
　　ただし、時価又は実質価額の低下割合が３０％以上である場合、強制評価減を行っています。
　③出資金・・・・・・・・・・・・・・・・出資金額
　　ただし、実質価額の低下割合が３０％以上である場合、強制評価減を行っています。

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法
個別法による原価法

（４）有形固定資産等の減価償却の方法
　①有形固定資産・・・・・・・・・・・・・定額法
　　なお、主な耐用年数は次のとおりです。
　　　　建物　　　　　　８年から５０年
　　　　工作物　　　　１０年から７５年
　　　　物品　　　　　　３年から１５年
　②無形固定資産・・・・・・・・・・・・・定額法
　　　　ソフトウェア　　５年

（５）引当金の計上基準及び算定方法
　①投資損失引当金

　②徴収不能引当金
　未収金及び長期延滞債権については、過去５年間の平均不能欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
　③賞与等引当金

　④退職手当引当金

（６）リース取引の処理方法
①ファイナンス・リース取引

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
イ　ア以外のファイナンス・リース取引
通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
②オペレーティング・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

（７）連結資金収支計算書における資金の範囲
現金及び現金同等物
なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。

（８）消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

注　記

　市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質価額が著しく低下した
場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。

　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ本
会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

　奈良県市町村総合事務組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総
額を控除した額に、奈良県市町村総合事務組合における積立金額の運用益のうち安堵町へ案分される額を加算した額
を控除した額を加算して計上しています。

ア　所有権移転ファイナンス・リース取引（原則、リース期間が１年以内のリース取引及びリース料総額が３００万
円以下のファイナンス・リース取引を除く。）



　ただし、一部の連結対象団体（会計）については、税抜方式によっています。

２　重要な会計方針の変更等
（１）会計方針の変更
特にありません。

３　重要な後発事象
特にありません。

４　偶発債務
　特にありません。

５　追加情報
財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項
①全体会計財務書類の対象範囲は、次のとおりです。
一般会計
国民健康保険特別会計
住宅新築資金等貸付特別会計
下水道事業特別会計
介護保険特別会計（保険事業勘定）
後期高齢者医療特別会計
水道事業特別会計

③千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。
④売却可能資産は、計上していません。

②地方自治法第２３５条の５に基づく出納整理期間を設けられている団体（会計）においては、出納整理期間におけ
る現金の受払い等を終了した後の計数をもって、会計年度末の計数としています。
　なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）との間で、出納整理期
間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。


